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は じ め に 

 

  平成２９年７月に告示された学習指導要領には、「特別の教科 道徳」の目標について

「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基

に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方につ

いての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる」と

示されています。この度、伊東市立大池小学校・旭小学校・門野中学校では、令和元年度

・２年度の２年間にわたり、文部科学省の「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」

及び「静岡県教育委員会の静岡県道徳教育推進事業」の研究指定を受け、これからの道徳

教育の在り方について研究を深める機会をいただきました。 

  しかしながら、令和元年度から続く新型コロナウイルス感染症の全国的な拡大の影響に

より、令和２年度の上記諸事業はすべて中止となりました。瞑々たる漆黒の闇の中から、

かすかながら確かな光明が見え始めた矢先の中止決定は痛恨の極みではありましたが、門

野中学校区研究指定校３校のすべての教職員のたゆまぬ探究心と子供への思い、道徳教育

への深い情熱と理解から『夢をはぐくみ 夢に向かって力をつける子の育成～多面的・多

角的に考え、友達と共に未来をみつめる～』の研究テーマのもと、研究を継続することと

いたしました。 

   わたしたちが道徳の授業で求めてきた子供像は「関わり合いの中で認め合い、互いに高

め合うとともに積極的に活動する子」「夢や希望を持ち困難や失敗を乗り越えるたくまし

さを持った子」「生命の尊さを理解し、かけがえのない生命を尊重する子」です。 

  研究を推進するに当たり、道徳科の授業全般に関する研究を行う『授業研究部』、他教

科とのつながりに関する研究を行う『教科等研究部』、行事や家庭・地域連携に関する研

究を行う『連携研究部』の三つの研究部を組織しました。『授業研究部』では「考え議論

する道徳への授業改善」、「認め励まし、よさを実感する振り返り」を中心に研究を進め

ました。『教科等研究部』では、「重点内容項目を意識した系統的な指導」、「他教科と

の関連を重視した教育課程」の研究に取り組みました。『連携研究部』では、「道徳的実

践の場としての特別活動」、「校区内小中学校・地域との連携」について研究を深めまし

た。これら三つの研究部が『校区連携カリキュラム』により相互に有機的に連携し合うこ

とにより、道徳科の授業改善が図られ、全ての教育活動の場面で様々な道徳的価値が意識

されるようになってきています。 

  相対性理論で有名な物理学者 Albert Einstein 氏の、『Education is what remains after one has 

forgotten everything they learned in school.（教育とは、学ばれたものが忘れ去られた時に残っ

たもののことである。）』の言葉通り、道徳科の授業を通して涵養される『道徳的な判断

力、心情、実践意欲と態度』等が、子供たちの生涯にわたってはたらく『生きる力』のひ

とつとなることを期待してやみません。 

最後になりましたが、本校区の研究を進めるにあたり、御指導・御助言をいただきまし

た秋田公立美術大学副学長・毛内嘉威様、創価大学教職大学院教授・石丸憲一様、鳴門教

育大学副学長・理事・佐古秀一様、静岡県教育委員会義務教育課様、静東教育事務所地域

支援課様ならびに伊東市教育委員会教育指導課様をはじめ、保護者・地域の皆様に心より

深く感謝申し上げます。 
 

    令和３年３月                  伊東市立大池小学校長 井上 雅夫 

                          伊東市立旭小学校長           濵村 幸美 

                         伊東市立門野中学校長 齋藤 秀輝 
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１ 研究の概要 

（１）門野中校区研究主題 

 

  

 

（２）主題設定の理由 

  門野中校区（大池小学校・旭小学校・門野中学校）は、全体的に素直で純朴な子

供が多く、各学校において温かな関わり合いを大切にした教育活動を継続して行っ

てきている。地区育成会等の活動も活発であり、学校と地域が一体となって子供を

育てようとする土壌がある。しかし、一方では様々な生育歴・家庭環境等の背景を

もつ子供も少なくなく、不登校児童生徒の増加や問題行動の増加などが課題となっ

ており、校区３校の連携を深めながら、確かな子供理解に基づく親身な指導を継続

して実施しているところである。 

  本研究を実施するにあたり、校区の子供の実態を考察したところ、以下のような

実態が浮かび上がった。 

研究を開始するに当たり、３校の教員が一堂に会する３校合同研修や、各校の研

究の推進役である研修主任の会合等で上記の実態を分析した結果、目標や夢に向か

い、仲間と協力しながら努力する姿勢があるという良さがある一方、学年が上がる

につれ人間関係の問題に直面したり、努力してきたことが失敗してしまったりした

時に、夢や目標をあきらめ、妥協してしまう傾向があるという結論に至った。 

平成２９年７月に告示された学習指導要領では、情報化やグローバル化など社会

の変化の速度が著しく進展する時代の中、予測できない変化に主体的に向き合い、

感性を豊かに働かせながら自らの可能性を発揮し、よりよい未来の創り手となるた

めに必要な資質・能力を育むことの重要性が述べられている。また、資質・能力を

育成するために、子供たち一人一人が課題意識を持ち、他者と協働しながら「主体

的、対話的で深い学び」を推進することが求められている。子供たちには無限の可

能性があり、失敗や躓きも夢の実現の過程である。また、失敗と捉えられることも

見方を変えれば成功となることもあれば、新たな成長のきっかけとなることも多い。

予測の難しい未来、どのような状況に置かれても夢や目標を持ち続け、他者との協

働の中で自分にとってより良い生き方を追究する姿勢を育てることが、子供たちの

生きる力につながると考えた。 

以上のことから、門野中校区では子供の「夢をはぐくむこと」に焦点を当て、「子

供たちの夢を育むために必要なことは何か」を模索しながら、これまでの各校の教

育活動、３校の連携、地域との連携等の在り方を再考し、「特別の教科 道徳」の授

業を要とした道徳教育の充実に関する研究を推進することとした。 

・素直で、将来の夢や目標を持っている子供が多い。 

・できるまで何かに取り組み、達成感を味わった経験のある子供が多い。 

・協力して取り組むことに喜びを感じる子供が多い。 

・自己肯定感の高さに学年間の差がある。 

・学年が上がるにつれ、失敗を恐れない気持ちに低下傾向が見られる。 
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（３）研究の目的 

  門野中校区（大池小学校・旭小学校・門野中学校）において、地域と連携して育 

てる子供像・道徳教育おける重点内容項目を設定し、「特別の教科 道徳」の授業を 

要とした道徳教育の充実を図る。 

 

  【校区小中学校・地域が連携して育てる門野の子】 

・夢や目標をもち困難や失敗を乗り越えるたくましさをもった子 

・関わり合いの中で認め合い、互いに高め合うとともに積極的に活動する子 

・生命の尊さを理解し、かけがえのない生命を尊重する子 

  

  【門野中学校区道徳教育 ３校共通重点内容項目】 

【Ａ 主として自分自身に関すること】 

   希望と勇気・努力と強い意志（小）・克己と強い意志（中） 

【Ｂ 主として人との関わりに関すること】 

   相互理解、寛容 

   

（４）研究内容 

  ア 道徳教育重点内容項目を意識した、小中９年間の継続した指導の在り方及び、 

他教科等との関連を重視した校区連携カリキュラムを作成する。 

イ 道徳教育の要となる「特別の教科 道徳」において、考え議論する道徳への 

授業改善を図るとともに、子供が自分のよさを実感する振り返りの在り方を 

研究する。 

  ウ 道徳的実践の場である特別活動及び、校区小中学校、地域とのより良い連携 

   の在り方を研究する。 

 

（５）研究方法 

  ア 以下の三つの研究部を組織し、以下の内容について研究を推進する。 

  （ア）授業研究部 

    ａ 考え議論する道徳への授業改善 

    ｂ 認め励まし、良さを実感する振り返り 

  （イ）教科等研究部 

    ａ 校区の重点内容項目を意識した系統的な指導 

    ｂ 他教科等との関連を意識した教育課程 

  （ウ）連携研究部 

    ａ 道徳的実践の場としての特別活動 

    ｂ 校区内小中学校・地域との連携 

 

  イ ３校校長、教頭、教務主任、研修主任、各部担当者をメンバーとした「門野 

   中校区道徳教育推進事業企画委員会」を定期的に開催し、伊東市教育委員会、 

静岡県教育委員会静東教育事務所地域支援課等の指導を仰ぎながら、ミドルリ 

ーダーの企画力・実践力を生かした研究を推進する。 
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（６）研究構想図 
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２ 門野中校区小中連携カリキュラム 

 

 共有した「目指す子供の姿」の具現化を目指し、校区全体の教育活動がより効果的に機能するよ

うに小中連携カリキュラムを作成した。各校で行われている教育活動を見つめ直し、家庭・地域と

の連携も視野に入れながら、道徳教育との関連付けを明らかにした。 

校区３校の全職員による、子供の発達段階に応じた道徳性の育成に主眼を置いた教育活動の展開

を目指した。 

 

（１）縦の接続を意識した指導計画の作成 

学校における道徳教育は、子供の発達段階を踏まえて行われなければならない。「中学校学習

指導要領解説特別の教科道徳編（平成２９年）」には指導の配慮事項として、「小・中学校間の

接続を意識した取組も大切である。（中略）小・中・高等学校の接続を意識して道徳教育の指導

の改善を一層図っていくことも考えられる。」とある。そこで、校区３校が目標を共有すること

で、縦の接続を意識した連携カリキュラムの作成が可能となり、より一層、児童生徒の道徳性の

育成にこだわった教育活動が展開できると考えた。 

 

（２）門野中校区小中連携カリキュラムの研究過程 

これまでは、道徳教育において重点的に指導する内容項目を、実態に合わせ各学校で設定して

いた。連携カリキュラムの作成にあたっては、各校の子供の実態を話し合い、小中９年間で育て

たい目指す子供の姿を共有した。合わせて、目指す姿に迫るために必要な重点内容項目を検討、

共有することで小中学校の連携のあり方を明確にした。縦の接続を意識した道徳教育を目指し、

３校で協議を重ねながら道徳教育全体計画や別葉、年間指導計画を作成した。 

 

ア 目指す子供の姿と重点内容項目の策定 

令和元年度当初は、研究初年度ということもあり、校区で育てたい子供の姿が不明確で、重 

点内容項目も広く５項目が設定されていた。そこで、各校の教育目標や子供の実態について検

討を重ね、９年間を通して育てたい目指す子供の姿を共有した。さらに、３校共通の研究テー

マについても吟味を重ね、共通の重点内容項目を「希望と勇気」、「努力と強い意志（小）」、

「克己と強い意志（中）」、「相互理解、寛容」とし、合わせて子供の発達段階やそれぞれの

学校の実態に応じ、各校独自の重点内容項目を追加することにした。 

 

旭小・大池小の重点内容項目              門野中の重点内容項目 

        Ａ 「希望と勇気」                      Ａ 「希望と勇気」 

              「努力と強い意志」                       「克己と強い意志」 

        Ｂ 「相互理解、寛容」                  Ｂ 「相互理解、寛容」 

                                                 

 

                                                   

 

発達段階や実態に応じて追加 門野中独自 

Ａ 「向上心、個性の伸長」 

共通化 



5 

 

イ 道徳教育全体計画の改訂 

目指す子供の姿と重点内容項目を校区で共有したことに伴い、令和２年度はそれまで各校が

独自に作成していた道徳教育全体計画を校区共通形式とした。校区全体で目指す子供の姿が明

確となり、校区の道徳教育の全体像が明確になった。 

 

 
共通化した道徳教育全体計画（例：令和２年度門野中学校） 

 内容項目が、児童生徒の発達段階で異

なることから、小学校では学年団ごとに

重点目標を設定し、発達段階に応じた

「縦の連携」を意識した道徳教育が推進

できるようにした。 

 

道徳的実践

の場として、

特別活動や学

校間や地域と

の連携、生徒

指導、さらに

各校で実践さ

れている特色

のある教育活

動（人権教育、

人間関係作り

等）を含め、

地域・家庭と

の「横の連携」

も意識した。 

 

 

 

 

 

 

 

共通化 

各教科等で、

それぞれの特質

に応じて道徳の

内容を適切に指

導することを、

上段に小学校、

下段に中学校が

記載し、「各教

科において小中

学校で育てる姿

を共有化」した。 道徳研究にかかる内容や連携、道徳教育での役割を明示した。 

道徳教育の重点目標 

重点内容項目 

校区小中学校・地域が連携して育てる子供

（目指す子供の姿） 
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ウ 別葉の改訂 

別葉も校区共通の形式へと見直しを図った。形式は横にステージと月別で示し、時系列で重 

点内容項目と学校の教育活動全体との関連を明らかにした。 

 

共通化した別葉（例：門野中学校１年生） 

 

エ 校区重点内容項目に焦点化した連携カリキュラムの作成 

校区で共有した目指す子供の姿に迫るため、重点内容項目に焦点化した校区連携カリキュラ

ムを作成した。各校が作成した別葉を重点内容項目別に統合し、９年間で行われる学校の教育

活動全体との関連が一覧できるようにし、校区で連携しながら連続した道徳教育の充実を目指

した。 

 

校区重点内容項目に焦点化した連携カリキュラム（例：希望と勇気、努力と強い意志） 

学校の教育活動全体で道徳性の育成が図られるよう、各ステージの目標を

見直し、各ステージで育てたい道徳的価値と内容項目を明示した。 

各ステージにおける

道徳教育の要である道

徳科の授業と、各教科や

外国語、総合的な学習の

時間、特別活動との関連

が明確になるようにし

た。 

 記載内容は「重点内容項目」を中心に

したものとし、各教育活動で道徳教育を 

意識できるようにした。さらに、重点内

容項目別に色分けをして記載することに

より、年間の教育活動における時期と系

統性が明らかになるようにした。 

縦に小学校１年

から中学３年まで

時系列にすること

で、「いつ」「どこ

で」重点内容項目を

扱っているのかを

明確にした。 

横に各教科等を記載することで教

科における指導の「縦の連携」を明

確にした。 

校区での「重点内容項

目」の指導の系統性が一

覧できるようにした。 
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（３） 連携カリキュラムを活用した道徳教育の充実 

校区で共有した道徳教育全体計画、別葉、連携カリキュラムの活用・改善を図り、より充実し

た道徳教育が実践されるよう取り組んだ。 

 

ア 道徳教育全体計画別葉の活用 

令和元年度に作成した別葉を基に実践を行いながら、より道徳教育が充実するように随時見

直しを行った。拡大した別葉を職員室に掲示し、変更点や改善を要することを朱書きし、次年

度の計画に反映できるように記録している。また別葉は、学年や教科、特別活動等の各部会で

の話し合いを経て、各領域の教員が入力してい

る。これらより、全ての教育活動について、道

徳教育上の視点から教育活動の見直しが図ら

れ、指導に携わる教員の道徳教育に対する意識

も向上した。令和２年度は新型コロナウイルス

対策による臨時休業から始まったが、別葉の作

成に多くの教員が携わっているので、教育計画

の変更に対応するための別葉の修正作業も、全

体の共通理解の下、柔軟に行うことができた。                                              

                        別様の見直し      見直された別様 

 

イ 「特別の教科 道徳」の年間指導計画の作成と活用 

道徳科の指導が、道徳教育全体計画に基づき、各教科等の年間指導計画と関連させながら、 

  計画的、発展的に行われるように年間指導計画を作成した。道徳科の授業が充実した道徳教育

の要になるように見直しと改善を重ねた。 

 

道徳科の年間指導計画（門野中学校２年生より抜粋） 

項目は、「時期」、「主題名と教材名」、「ねらいと主に育てたい

道徳性の諸様相」及び「評価の視点」と「他教科等との関連」とし、

あえて中心発問や展開等を記載しないことで、児童生徒の実態に柔軟

に対応できるようにした。 
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ウ 学校間連携の実践 

   ３校の学校間連携の充実を目指し、各校における行事の道徳的価値を意識したねらいの見直 

し、道徳コーナーの設置、小中連携のあいさつ運動等の実践を行った。 

 

（ア）道徳教育全体計画の中における行事のねらいの見直しについて 

    学校の教育活動全体を通して道徳教育を推進していくためには、道徳教育と各教科の授業

やさまざまな学校行事等とを結び付けて価値づけていくことが大切であると考えた。小中連

携カリキュラムを作成する際、３校が目指す子供の姿を共有し、各校の行事で育成を図る道

徳的価値について、以下の手順で確認・検討を行った。 

 

①道徳の授業で学ぶ価値をさまざまな行事の中でどのように実践していくかを考える。 

（価値・目標の再確認） 

     →今ある行事における道徳的価値を見直し、整理する。 

②その行事を含めた教育活動全体での指導計画を立て、道徳的価値を意識して実践する。 

 

    令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大により、各校の行事も様々な変更や制約の下

での実施が余儀なくされた。今後さらに、目指す子供の姿や重点内容項目を意識した行事の

ねらいを明確にし、実践を重ねることが求められる。 

 

（イ）道徳コーナーの設置 

    子供が日常的に道徳教育の実践を振り返る機会を作るこ 

とをねらい、道徳科で記入したワークシートや、道徳的価 

値を意識して実践した行事などに関する掲示物を作成し、 

校内に掲示した。                      道徳コーナー（門野中） 

                                  

（ウ）小中連携のあいさつ運動の実施 

    門野中校区では、伊東市の市民一斉あいさつ運動に合わせ、校区の荻地区、鎌田地区育成

会と連携し、あいさつ運動を行っている。これまでも、児童会役員や生徒会役員がそれぞれ

参加していたが、令和元年度は小中連携で取り組み、交 

流を深めた。さらに道徳科の授業でも、内容項目「礼儀」 

の授業と関連付けることで、道徳的価値の理解を深める 

ことにつながった。 

 

 

 

 

 

 

 

      実践した道徳科の授業の記録（大池小）           地区育成会・小中合同のあいさつ運動 
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エ 地域・保護者との連携の実践 

   目指す子供の姿に向けた取り組みを地域・保護者に伝え、連携して実践するために、おたよ

りや学校ホームページでの広報活動、授業参観での道徳科の公開、親子講演会を行った。 

 

（ア）おたよりや学校ホームページでの広報活動 

学校ホームページでは、保護者に対して「その行事をどのような道徳的価値を意識して実

践したかが分かること」、「その価値に対して、子供たちにどのような表れがあったかが分

かること」を意図して３校で形式を揃え、各校の実践を紹介した。 

また、学校だよりや学年だよりなどのおたよりを用い、道徳教育を意識した学校の取組や、

子供の表れをタイムリーに保護者に伝えるよう努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

     学校ホームページ （旭小学校）             学年だよりの例（大池小学校） 

（イ）授業参観での道徳科の公開 

    令和元年度には、道徳科の授業を１年間に１回は参観会で公開した。さらに、懇談会で授

業のねらいや子供の表れについて話題にし、保護者と子供のよさを共有する機会を設けた。 

（ウ）道徳講演会の実施 

    親子で道徳的価値について考える機会とすることをねらい、令和元年度には各校でＰＴＡ

と連携し、講演会を実践した。多くの保護者が参加し、親子で道徳的な価値についてや、子

供との接し方を考えたりするよい機会となった。 

大池小学校 絵本による命の授業 ～『くまのこうちょうせんせい』『かあさんのこもりうた』より～ 

講師 絵本作家 こんのひとみ 氏・ピアニスト 吉川正夫 氏  

旭小学校 夢に近づく『ほめ達！』コミュニケーション 

  講師 一般財団法人日本ほめる達人協会認定講師 鈴木敦士 氏 

門野中学校 ペップトーク ～心を励ます言葉がけ～ 

  講師 一般財団法人日本ペップトーク普及協会代表理事 岩﨑由純 氏 

   

 

 

 

 

 

 

大池小学校での講演会のようすと、子供・保護者の感想等 
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３ 授業研究 ３校共通の取り組み   

  

令和元年８月に実施した３校合同研修にて、３校の教員が一堂に会し、各校の道徳 

科の授業について以下のような課題を共有した。 

 

 

上記の課題を受け、道徳的価値に関する多面的・多角的な思考を促し、友達との議

論を通して道徳的価値への理解を深め、自他の良さを実感できるような授業を積み重

ねることを目指し、授業研究に取り組むこととした。 

研究を進めるにあたり、３校共通で取り組むことを確認し、各校の実態に応じて実 

践を重ねることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年８月 ３校合同研修 道徳科の授業の課題と改善について検討 

 

・教材の内容やあらすじを確認することに終始したり、違う価値についての意見が多くな

ったりするなど、授業で扱う価値についての深まりが見られない。教師から価値につい

て説明する場面がよく見られる。 

・授業中の発言が一部の子供に限られ、多くの子供が考えを表現したり、自身の変容を実 

感したりすることができない。 

・道徳の授業について、指導案を書いたり、授業を参観したりする機会が少なく、指導に

ついて自信がない教員が多い。 

・特別の教科となり、評価を行うことになったが、子供一人一人を適切に評価することに

不安がある。 
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（１） 考え議論する道徳への授業改善 

 

 ア ３つの観と教育活動全体とのつながりの重視 

  授業で扱う道徳的価値を明確にし、子供の実態に合わせた授業を構想するため 

に、教材研究の視点として「価値観」「子供観」「教材観」の３つの観を設定する。 

また、指導案を作成する際に、道徳科の授業で扱う内容項目と関連する教育活 

動についても記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    指導案に掲載した３つの観と関連する教育活動（ 門野中学校の例 ） 
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イ ワークシートの工夫 

  道徳科の授業において、一人一人の子供が考えをもち、自分ごととして問いに向 

き合うこと、友達の多様な考えに触れ、自分の考えの変容を振り返ることを継続し 

て行う手だてとして、ワークシートを活用する。 

 

（ア）ワークシートの色分け  

授業で扱う内容項目について教師も子供も意識し、内容項目ごとに授業の積み 

重ねや変容を確認することができるよう、ワークシートの色分けを行う。 

Ａ 主として自分自身に関すること 桃色 

Ｂ 主として人との関わりに関すること 黄色 

Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること 水色 

Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること 黄緑色 

 

（イ）振り返りの観点の統一 

   子供の９年間の学びの継続を意識し、振り返りの内容を下記のとおり３校で統 

一する。なお、振り返りの文言は発達段階に応じて検討した。 

 ａ 自分の考えをもつことができたか（４段階評価） 

 ｂ 友達の考えを聴いて、自分の考えを深めたり広げたりできたか（４段階評価） 

 ｃ 今日の授業で感じたことや分かったこと（自由記述） 

    

 

 

 

 

 

 

 

    ワークシートを活用し自分の考えをもつ     授業の終末部に振り返りの時間を確保 

 

ウ 中心発問の明確化 

 授業の中で、子供が何について考え、 

話し合うのかを明確にするために、発 

問を吟味し、中心問を黄色の線で囲む。 

 

エ ネームプレートの活用 

子供たち一人一人がそれぞれの考え 

を表示するための手立てとして、ネー       

ムプレートを活用する。            授業の板書の一例（門野中） 
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オ 授業の相互参観 

授業力の向上を図るため、校内で相互に授業を参観し合う体制を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の相互参観（大池小）        授業後のミーティング（旭小） 

 

また、各校の研究授業に相互に参加し、子供の発達段階について理解を深めたり、 

各校の研究を参考にし合ったりできるようにする。 

本校区ではこれまでも３校で連携して教育活動を推進するため「３校合同研修」 

を実施し、職員間の交流を深めながら授業改善や生徒理解について研修を重ねてき 

ている。本研究を実施するにあたり、「３校合同研修」で道徳の授業公開や事後研修、

静岡県教育委員会静東教育事務所指導主事や大学教授など専門性の高い講師による

講義を実施し、校区全体の道徳教育の向上を図る機会とする。 

 

（令和元年度に実施された３校合同研修会の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   創価大学教職大学院 石丸憲一教授      秋田公立美術大学 毛内嘉威副学長 

 

 

 

 

 

 

 

 

        静岡県教育委員会静東教育事務所地域支援課 指導主事を招いての講義・演習 
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（２）認め励まし、よさを実感する振り返り 

 

ア 道徳ファイルの作成と活用 

特別の教科 道徳の授業で扱ったワークシートや資料などを「道徳ファイル」 

にファイリングする。また「道徳ファイル」は次学年（※小学６年生は中学１年 

生へ）引き継ぎ、子供が自身の変容を確かめたり、教師が子供理解を深めたりす 

るために活用する。 

また、学期末や年度末には蓄積したワークシートを整理し、道徳科の授業で考 

えたことを振り返り、自身の変容について考える時間を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳ファイル（門野中）        道徳科の授業の振り返り（門野中） 

                                 

  イ 評価に関する研修 

 

（ア）相互参観による評価の研修 

    各校の研究授業や相互参観の際、子供の発言やワークシートの記述などをも

とに、子供の変容をどのように見とるかについて協議を行う。 

 

（イ）特別の教科 道徳の評価に関する研修              

通知表の作成などに際し、道徳ファイル等の蓄積や授業の記録から子供の変 

容を見とり、子供が自分の成長を実感したり、保護者との連携を深めたりする 

評価について各校で研修を行う。               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業記録を活用した事後研修        評価に関する研修（門野中） 

 

 

  

 





  

５ 各校の実践 

（１） 伊東市立大池小学校 

 

 

 

ア 研究テーマの設定について 

前年度までの本校の子供の実態として、思いやりがあり、言われたことをしっか 

り行う素直さがある反面、人任せで、難しい課題に対する諦めの早さなどが課題と

して挙げられた（図１の①）。なぜこのような実態であるのかという、根本的な課題

を突き詰めた結果、よく考えないで諦めてしまう子供に対してどのような指導をし

たらよいのかという、教師側にベクトルが向いた課題に転じ、それを根っこの課題

と捉えることとした（図１の②）。個々の教師がそれぞれに取り組むのではなく、学

校の教育活動全体の中で行われる道徳教育を中心として、教師集団としてこの課題

に取り組むこととした。そこで、大池小の教師の願いを、子供が自ら目標を設定し、

目標への筋道を考え、粘り強く取り組むような、「日々前に進む子の育成」と設定し、

共通理解をした（図１の③）。目指す子供の姿を組織的に育むことが、結果的に３校

で目指す「夢をはぐくみ、夢に向かって力をつける子の育成」につながると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 子どもの課題と教師の願い・手立ての関係図 

イ 研究の概要 

（ア）研究仮説 

 

 

 

 

 

 

 

夢をはぐくみ、夢に向かって力をつける子（門野中校区で目指す姿） 

 

 

③大池小では，こんな子どもにしたい（学校の基本課題）

日々，前に進む子

＋面
・思いやりがある
・優しさ
・助けようとする

・当番・思いやり活動に積
極的
・運動が好き

・言われたことはしっかりや
る

ー面
・表現力が弱い
・課題解決の思考
・人任せ，頼る
・難しい課題への諦めの早さ
・考えないで行動
・学習の定着が困難
・面倒なことはしない
・向上心

よく考えないで諦めてしまう子
（教師はどのような指導をしたらよいのか）

指
示

減

考

場
面

増

心
構

思

？

等

目
標

手
立

明
確

指
導

小

進
歩

気
可
視
化

自分でやろうと決めた
目標を適切に設定

目標への道筋を考える

強い意志・粘り強さ

活
用

①今の子どもの実態
よさ・課題を抽出

根拠とした客観的資料
・国算定着度調査
・道徳アンケート
・学校評価
・その他，授業・テスト等

②根っこの課題

④取組の柱

A-（５）

「希望と勇気，努
力と強い意志」を
重点化していく

教
師

願
A B C

以下の 3つの取り組みを組織的に行うことで、研究テーマに迫ることができるであろう。 

・教師の相互研鑽の場づくりとして、道徳教育授業研究サイクルを回し、日常の授業へ日  々

還元していく（図２）。 

・道徳教育の年間指導計画のかけらを作成し、実践をしながら改善していく（図３）。 

・取組の３本の柱を設定し、キャリアパスポートも活用しながら、日常的に継続した指導 

をしていく（図１の④）。 

研究テーマ   

道徳教育を中心として「日々、前に進む子の育成」をみんなで目指す 
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（イ） 研究の手立て 

a 道徳教育授業研究サイクルの展開 

日常の授業を日々改善し続けることができる研究体制の土壌づくりをした。道 

徳教育の研究を進めていく上で、道徳科の授業のみならず、日常の授業へ日々還

元できる、教員の相互研鑽の場が保障されていることが重要と考えた。そこで、

前年度まで校内で行われていた「校内出張」と呼ばれる仕組みを発展させ、道徳

教育授業研究サイクルを開発し、実践をすることとした（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 道徳教育授業研究サイクルのイメージ図 

 

b 道徳教育の年間指導計画のかけらを活用した授業作り 

本校では、道徳教育の全体計画やその別葉は存在するものの、内容が網羅的で 

あった。また、道徳科の年間指導計画は別葉とほぼ同じ形式であったため、使い 

勝手が悪く、活用しにくいという課題があった。そこで、各学年で「年間指導計 

画のかけら」と呼ばれる簡便なシートを作成し、授業作りに活用することとした 

（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 道徳教育年間指導計画のかけらの汎用例図（左）と、かけらの一例（右） 

 

道徳教育授業研究のサイクル

①

②

③

④

D

A

授業参観
シートによ
る日常的
フィードバッ
クも実施

校内出張

「道徳教育年間指導計画のかけら」
を活用した校内公開授業の計画・実施

・各ステージで全学級１回以上実施する
・校内公開授業を積極的に参観する
・同学年の教師は事後に授業者と共に
評価・改善を図る

公開授業

「道徳教育年間指導計画のかけら」
を活用した公開研究授業の実施

・外部講師を招いての公開授業
（第１stを除く６月，９月，１１月）
・授業案は年間指導計画のかけら
を活用し作成する

情報共有の会

各ステージ末に校内出張や公開授
業での気づきやデータを出し合い，
授業改善を図る。また，改善・修正
すべき課題が生じた場合は③④へ
つなげる

事後に生じた授業での課
題を追究できるよう次の
校内出張へつなげる

年間指導計画のかけらの見直
し，修正については，３研究部
で協議し実施する。

A

P

P C

 

意識したい
教育活動

第○学年
道徳教育年間指導計画のかけら集

道徳科の授業
内容項目
『教材名』
☆主な道徳的価値
例「主な発問例」

（行事）
関連する
内容項目

各教科

学級活動

かがやき（総合的な学習の時間）

（かけら図汎用例）

・関連性が高いと思われる教育活動同士は重なり合うように図示してある
・授業順序は子供の実態に応じて計画的に実施できるよう示していない

令和２年度版

 

社会（歴史）
「徳川家と江戸幕府」ー久能山東照宮ー

体育

「リレー大会に
向けて」

修学旅行
に向けて
９月

かがやき（総合）
「SDGs の視点をもっ

て地元静岡の魅力
に気づく・学ぶ」

思いやり
活動（全校
開始）
９月上旬

R2 ６年 第３st ８〜１０月（仲間と高まる）

学活
「5年生と一

緒に思いや
り活動を成
功させるた
めに」

思いやり
活動イン
ターン
８月

チャレンジ決
め（児童集会
に向けて）
１０月

道徳
B１１相互理解、寛容
『ぼくだって』
☆相手を理解する心
例「相手を理解することはできるの」

道徳
B10友情、信頼
『ロレンゾの友達』
☆本当の友達とは
例「３人に足りなかったことは？」

理科
「ジオ体験学習」

道徳
C１７伝統と文化の尊重、国や郷土愛
『天下の名城をよみがえらせるー姫路城』
☆ほこりある郷土
例「ほこりの原点とはなんだろう？」
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c 道徳的価値について議論し、考えを深める授業の工夫 

  前年度までの道徳科の授業作りの反省の中で、「教師が道徳的価値を教えるので 

はなく、子供が価値について考える」ことが大切であり、難しくもあることが挙 

げられていた。そこで、道徳科の授業を構想するに当たり、子供に何を考えさせ 

たいのかを明確にすると共に、子供の実態と教材の特質を押さえた発問の工夫や、 

考えを深められるようにするための問い返しに絞っていくことにした（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ 道徳科の授業略案のコンセプトイメージ図 

ウ 研究構想図 

  上記を踏まえ、以下の通り本校の研究構想図を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

伊東市立大池小学校2020年度研究構想図（道徳教育の抜本的改善・充実にかかる支援事業の取組を含む）

学校教育目標 「本気で学び思いやりのある子」

研究テーマ：道徳教育を中心として日々，前に進む子（学校重点目標）の育成をみんなで目指す

前年度までの児童の実態
・話す，聴くの意識はあり，言われたこともしっかりできる。
・基礎基本的な内容の定着に向けて努力しているが，受け身の学習も多い。
・思いやりがあり，優しい子が増えてきている。
・難しい課題へ諦めてしまう子は少なからず存在する。

前年度までの教師の課題意識
・よく考えないで諦めてしまう子に対して，教師はどのような指導ができるのか。
・学力向上に向けて，学習方法や環境の工夫だけでなく「主体性の育成」「目
標の活用」等の心面の育成が必要ではないか。
・長期的な育成計画と短期的な対応（目前の課題への対応）が必要。

道
徳
教
育

抜
本
的
改
善

↓
↓

↓
↓

２０２０年度の児童の変容

2021年度版 縦と横のつながりある小中連携カリキュラムの作成へ(P)教育課程編成

教員の相互研鑽の場づくり（日常の授業へ日々還元）

全
職
員

取

組

本
柱

共通理解・実施事項の確実な実践を推進

協働作成の「年間指導計画のかけら」の実践・改善

児童の実態把握・情報共有

※空欄は校内研修の過程で随時記入していく

門野中校区研究主題「夢をはぐくみ，夢に向かって力をつける子」

!
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R２年度の道徳科授業案の原案について

１ 道徳教育主題名（内容項目）
２ 道徳科教材名

３ 道徳教育単元展開図
（年間指導計画のかけらを貼り付ける）

４ 本時のねらい（道徳的諸価値）
５ 本時の授業の流れ

・どのような発問をするのか？
・何を考えさせるのか？
・どのように切り返していくのか？

↑
参観者が知りたい情報を書く
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エ 研究実践 

（ア）道徳教育授業研究サイクルに関する実践 

道徳教育授業研究サイクルとは、学校内の現状をリサーチした上で［Ｒ期］、効 

果的な計画を立て［Ｐ期］、日常的に授業を公開しながら［Ｄ期］、事後に評価と 

修正を図り、年間を通して日常の授業を改善していく［Ｃ・Ａ期］、ＲＰＤＣＡサ 

イクルを指している。 

［Ｒ：リサーチ期］ 

まずは、互いの日常の授業や教育環境、子供の姿等を見合い、本校の現状を全 

職員が知るというコンセプトの「校内出張」（自分の学校に出張し、授業を参観す 

るイメージから生まれた名称）を常時実施した。令和２年度には、特に同じ学年内 

の道徳科の授業を参観しやすいよう、時間割を組む工夫も加えた。 

また、道徳科の授業を公開する際、授業参観シート（図５）を事前に配布し、活 

用することにした。その後の情報共有の場において、視点を絞って短時間で協議 

ができ、参観者の意見が授業者に還元されやすくなる効果をねらった（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５ 授業参観シート          図６ 事後研修後の課題の活用例 

 

（イ）道徳教育の年間指導計画のかけらを活用した授業づくりに関する実践 

［Ｐ：プラン期〜教育計画作り〜］ 

道徳教育の年間指導計画をより実効性のあるものにしていくためには、全教育 

活動の中で全職員が同じベクトルで道徳教育を行う意識と、それを支える全体計 

画との効果的な連動が不可欠と考えた。そこで、令和元年度には外部講師を招き、 

道徳教育を意識した令和２年度の学校全体の年間教育計画の作成についてのワー 

クショップ研修を実施した（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図７ ワークショップ研修の様子（左）と研修の要旨（右） 

 

授業参観シート

前提について

目的について

手段について

授業者より

 

 

カリキュラムをマネジメントしていく段階へ

鳴門教育大学副学長・理事

佐古秀一先生

旭小の教務主任・研修主任もWS研修に参加

チームで取り組むために必要なものは？

子どもの実態から始めましょう

 

１２月２日 校内研修（佐古先生：阿波踊り）のまとめ

１ チーム（蓮）で取り組むために必要なもの

全体情報

場面情報

学校全体の方向性，（踊りのフォーメーション）

隣の人の情報（周りを見て自分の動きを調整）

＋信頼

２ 学校全体の方向性（目指す子どもの姿）は，子どもの実態
に合ったものでないと効果がない

教科横断的なもの
（別葉等）をPDCAで回す

目標（目指すところ）→全体情報

組織構造
（校内研修等）

組織文化
（学年・学級等）

その他
家庭や地域等

これが
カリマネではない

目指すところに向
かって学校教育全
体をマネジメントし
ていくことが
カリマネ。

道徳教育の考え方
と同様とも言える

田村知子カリマネ分析シート参考
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［Ｐ：プラン期〜年間指導計画のかけら作り〜］ 

   学校全体で目指す方向性や年間のステージが決まった後、 

効果的に道徳教育を展開して行くために、ステージごとに 

図式化された年間指導計画を作成した。シンプルに作成し 

た結果、見やすく活用しやすいものになったが、全ての授 

業内容を網羅しているものではないため、名称を「年間指 

導計画のかけら」とした(図３）。他教科授業や行事等の教 

育活動と道徳科がどのように関わり合っているのかを、全 

職員で考えることができた（図８）。            図８ 作成時の様子 

  

（ウ）道徳的価値について議論し、考えを深める授業の実践  

［Ｄ：授業実践期〜令和元年度〜］ 

   令和元年度までの授業実践の中では、授業者が価値を明確にしようとした授業

を計画していても、子供たちが、価値の一面的な見方に留まり、深く考え進める

ことが難しい場面が多々見られた。そこで、価値に向かうための発問の精選に加

え、より価値を深めて行くための問い返し（補助発問）の効果を確認した（図９）。 

   また、次年度以降の授業改善についての基本的な考え方についても共通理解を

図り、授業力向上のための研究体制や、時間を生み出す必要性について再確認す

ることができた（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図９ 問い返しに関する事後研修の一例 図 10 授業改善の基本的な考え方 

 

［Ｄ：授業実践期〜令和２年度〜］ 

   令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、６月から授業を開始し、「年 

間指導計画のかけら」の内容を各学年で調整しながら授業を進めた。校内出張や 

研究授業に関しては、教室の人数が増え過ぎないよう、分散的に実施をしたり、 

ＩＣＴ機器を活用し、リモート参観をしたりする等の方法で行った。 

   授業中に向かい合っての発言や、グループでの話し合い活動等ができず、難し 

い状況であったが、子供たちは自分の考えをホワイトボードにまとめ、それを共 

有し合うことで、他者の多様な考えに触れることができた。授業では前年度から 

の課題であった「価値についての教師の問い返し」を精選し、子供たちの振り返 

りから、さまざまな立場に立って考えていることや、過去の学習で学んだことを 

生かして発言するなど、多面的、多角的に考えている姿が見取れた。 

   不自由な授業環境になったことが、逆にこれまで取り入れていなかった授業方

法を導入するきっかけとなり、様々な制約の中でも研修を進めることができた。 

 

教師の問い返し（補助発問）の効果について

授業者：価値を明確化

授業者：浅い価値で留まっ
ている子供の状況をとらえ

授業者：価値を深めていく
ためのゆさぶりをかける

（事前に準備できたら
ゆさぶりをかけやすい）

 

 

道徳科の授業改善についての基本的な考え方・提案

• 特別な日の授業改善ではなく，日々の授業を改善する
ことが目的

• お互いに日々の授業を観合うことが授業改善のはじめ
の一歩

• 観合った後は，教員同士で語り合うことで，改善を図る

• 児童の実態を踏まえ，本時の授業のねらい，道徳的価
値を明確にしておく

• 道徳教育の中の道徳科の授業という位置付けで，全教
育活動を通して道徳性を養う（道徳科単体で考えない）

教
師
の
授
業
研
究
体
制

道
徳
科

授
業
の
捉
え

授業を気軽に公開できる体制にするためには，指導案をよ
り簡便かつ活用しやすいものへ変えていく必要がある

授業力向上のための時間を生み出す必要性

③授業研究に対する考えと取り組み
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オ 成果と課題 

［Ｃ・Ａ：評価・改善期］ 

日常的に行う授業後のフィードバックとは別に、令和２年１２月と令和３年１ 

月に本年度の校内研修の評価に関するワークショップ研修を実施し、「子供の課 

題と教師の願い・手立ての関係図」（図１）を用いて評価と改善について可視化 

した（図 13）。また、２年生以上の子供を対象に３校共通の道徳アンケートを実 

施し、令和元年度のデータと比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 11 成果に関するまとめ            図12 課題に関するまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合った
りする活動に取り組んでいると思う。
肯定 A＋B（%） ５→６年 ４→５年 ３→４年 ２→３年

令和２年７月 . ↑ ８６.４ ７５.０ ８６.６

令和元年６月 ８６.０ ８６.４ ８３.３ ８７.０

全国６年平均 ８０.９

肯定 A＋B（%） ５→６年 ４→５年 ３→４年 ２→３年

令和２年７月 . ↑ . ↑ . ↑ ８６.６

令和元年６月 ７３.７ ７３.５ ７５.０ ーー

全国６年平均 ６５.８

Q「総合的な学習の時間では、自分の課題を立てて情報を集め整理して、調べた
ことを発表するなどの学習活動に取り組んでいると思う。」

Q「あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの
意見のよさを生かして解決方法を決めていると思う。」

肯定 A＋B（%） ５→６年 ４→５年 ３→４年 ２→３年

令和２年７月 . ↑ ８３.３ . ↑ . ↑

令和元年６月 ７７.２ ９３.９ ７５.０ ７８.６

全国６年平均 ７４.０

3学年で前年度より

上昇。６年は県平均
を９.１上回る。

→自治力の向上

※県平均より上（緑色）下（橙色）

3学年で前年度より

上昇。６年は県平均
を１０.５上回る。

→主体的な学びの
向上※↑印は前年度から上昇を表す

前年度とほぼ変わら
ない。しかし６年は県
平均を５.５上回る。

→考え議論する道
徳の意識の向上

※平均値は全国学力学習状況調査質問紙より

 

Q「物事を最後までやり遂げて嬉しかったことがある」

肯定 A＋B（%） ５→６年 ４→５年 ３→４年 ２→３年

令和２年７月 ８６.４ . ↑ . ↑ . ↑

令和元年６月 ９１.１ ９０.９ ８１.７ ９１.４

全国６年平均 .

肯定 A＋B（%） ５→６年 ４→５年 ３→４年 ２→３年

令和２年７月 ６１.０ ８０.３ ７３.５ . ↑

令和元年６月 ６７.９ ８４.６ ８０.０ ８９.９

全国６年平均 .

Q「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。」

Q「将来の夢や目標を持っている。」
肯定 A＋B（%） ５→６年 ４→５年 ３→４年 ２→３年

令和２年７月 ７２.９ ９０.９ . ↑ . ↑

令和元年６月 ８６.０ ９８.５ ８４.５ ９１.４

全国６年平均 ８３.８

3学年で前年度より

上昇。しかし６年は
県平均を８.７下回る。

→諦めない心

3学年で前年度より

下降。６年は県平均
を１８.０下回る。

→挑戦する心

高学年で前年度より
下降。６年は県平均
を１０.９下回る。

→夢や目標

 

その結果、成果として「自治的な活動」

「主体的な学び」「考え議論する道徳」

の３点に関することが改善傾向として

捉えられた（図 11）。 

課題については特に、「挑戦心」「夢や

目標をもつ」「諦めない心」の３点に関

することが挙げられた（図 12）。これら

のことから、本校の研修テーマに関わる

“日々前に進む”ための主体的な学び

や、仲間との自治的な活動面に関して

は、一定程度の伸びを確認できたが、夢

や目標をもち、向かっていく力について

は、まだ伸ばし切れていないことが確認

できた。 

今後も、考え議論する道徳科の授業作

りを大切にし、子供の変容について情報

共有を図りながら、目指す子供の姿に向

かって組織的に育んでいきたい。 

 
図 13 評価と改善の関係図 
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（２）伊東市立旭小学校 

 

ア 研究テーマの設定について 

  門野中学校区の子供が、３校共通のテーマ「夢をはぐくみ 夢に向かって力をつけ

る子」に迫っていくためには、義務教育の開始から６年間を学ぶ小学校が身に付ける

べき資質・能力等をきちんと捉え、確実に育成して中学校へ繋ぐことが何より大切だ

と考えている。 

  本校では、３校共通のテーマを以下のように捉えている。 

 

〇「夢をはぐくむ」とは... 
未来を想像し、実現すべき目標（願い）を思考し

．．．
設定すること 

〇「夢に向かって力をつける」とは... 
目標に至るために必要な知識・技能等を思考し

．．．
それが身に付くよう行動すること 

 

本校の子供たちは、優しさや思いやりをもって人と接し、与えられた課題に真面目

に取り組むことができる。一方で、主体的に考え、失敗を恐れずに挑戦する強い思い

や行動力には課題がある。 

そこで、本校が担うべき役割は、子供たちの思考力を育成することにあると考え、

「思考を働かせる楽しさを味わう子の育成」を研究テーマとした。さらに、「課題を自

分事としてとらえ、解決に向けて主体的に考える姿を求めて」をサブテーマに設定す

ることで、道徳科の授業を中心にしながらも学校の教育活動全体で思考力の育成を目

指すこととした。 

 

イ 研究の概要 

（ア） 研究仮説 

研究仮説は、研究テーマを、学習指導の過程に即した内容とすることで、より

具体的な取組を構想し、全教員が同一歩調で研究を推進し、授業改善を図ってい

けるようにした。 

【研究仮説】 

課題（問い）を自分事としてとらえ、対話と協働を大切にしながら課題解

決を図ったり、学びの過程を振り返って次につなげたりする経験を積み重ね

ることで、子供たちは思考を働かせる楽しさを味わうことになるだろう。 

さらに、思考を働かせる楽しさを心ゆくまで味わった子供たちは、将来の

夢を実現するために自他を大切にしながら、積極的に行動し続けるようにな

るだろう。 

研究テーマ     思考を働かせる楽しさを味わう子の育成 

   ～課題を自分事としてとらえ、解決に向け、主体的に考える姿を求めて～ 
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（イ） 研究の手立て 

研究仮説より、研究テーマの具現化を図るために３つの取組を構想し、実践を

進めていくこととした。 

ａ 【手立て１】自分事として考えたくなる・解決したくなる問いの設定 

子供たちが思考を働かせたくなる課題や問いとするためには、子供たちの思

考の流れに合致し、自分事として思わず考えたくなるような課題や問いとなる

必要がある。そのためには、以下に示す「３つの観」の明確化を図り、それを

指導案やＰＤＣＡサイクルシートにまとめた上で、課題や問いの設定を試みる。 

 

①価値観・・ねらい（向き合いたい道徳的価値）の明確化 

②子供観・・本時で扱う道徳的価値での子供の実態と学びの方向性の明確化 

③教材観・・価値観、子供観を受けて教材をどのように扱って、子供が 

道徳的価値と向き合うために、この教材をどのように活用する

のかを明確化 

 

  ｂ 【手立て２】多様な考え方・感じ方に出合うための対話 

子供たちの思考を深めるためには、対話により、多様な考えや感じ方に出合

うことが重要である。そこで、対話を活性化させるために中心発問を吟味した

り、対話の根拠となるよう思考を「見える化」したりすることで、子供たちの

思考を支える工夫をした。 

   （ａ） 中心発問を吟味するための視点 

・「何を目指す対話なのか」を明確化する。 

・「何について対話するのか」を焦点化する。 

   （ｂ） 対話を深める「見える化」の具体例 

・板書の構造化 

・ＩＣＴ機器の積極的活用 

・思考ツールの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

板書の構造化 電子黒板の活用 
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  Ｃ 【手立て３】子供・教師共に有効な振り返り  

意欲的に思考するためには、「思考することが分かる楽しさや知る喜びに繋が

った」ことを子供自身が実感できることが重要である。そこで、確実に振り返

りの時間を確保するとともに振り返りカードを工夫し、子供自身が授業の終末

で自分自身と向き合えるようにする。 

また、その振り返りが、子供に意欲的な思考を促す授業であったか、子供に

喜びや楽しさを与えるものであったかを教師が客観的に評価し、授業改善につ

ながるものであるようにする。 

（ａ） 子供たちが積み重ねていく振り返り 

・内容項目の４つの視点ごとに色分けした３校共通のワークシートを使用

して、振り返りの時間を確保する。 

・一人一冊、道徳ファイルを持ち、２ヶ年分（低・中・高）を積み重ねる。 

６年生は門野中学校にファイルを引き継ぎ、子供の思考の連続性が途切

れないようにする。 

・同じ内容項目ごとにファイリングし、自分の考えの変容を子供自身が気

付けるようにする。 

（ｂ） 教師が積み重ねていく振り返り 

・ＰⅮⅭＡサイクルシートを活用し、積極的に授業公開をする。 

・授業後は、可能な限り当日に振り返りミーティングを行う。 

・授業後は、「Ⅽ：成果と課題」「 Ａ：振り返りを生かした今後の展望」を記

入し、次の授業改善につなげる。 

 

ウ 研究構想図 
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エ 研究実践 

（ア） 【手立て１】に関する実践（令和２年度） 

 

 

 

本教材を実践する上では、「３つの観」を以下のように捉えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

３つの観を明確にすることで、子供の実態に沿った授業構想となり、何を考え

させたいのかが明確になると共に、子供の考えを多面的・多角的に見取ることに

もつながった。教材研究を重ねた中から設定した２つの問い「自分だったらどう

するか。」「迷っていたひろこがすっきりしたのはどうしてか。」は、子供たちにと

って自分事として考えたい問いとなった。問いを解決しようと思考を働かせた子

供たちは、自分の考えを友達に伝えて確かめたい、話し合いたいという思いをも

ち、対話をする必然性が生まれた。 

 

（イ） 【手立て２】に関する実践（令和元年度） 

 

 

＜本時のねらい＞ 
 友だちからもらった絵葉書が料金不足だと知り、不足を言うべきかどうか悩
む主人公の気持ちに自分を重ねてその心情を考え、迷っていた主人公がすっき
りできた理由について話し合うことを通して、相手はきっとわかってくれると
いう信頼のもと行動したことに気付き、友達を信頼しようとする心情を育てる。  

４年生 ■主題名 友達のことを考えて  ■教材名 絵はがきと切手 

 ■内容項目 Ｂ（９）友情、信頼 

 

 中学年は友達関係が広がる半面、

自分の利害にこだわり、トラブルも

起こる。互いに理解し合い、信頼し

助け合う健全な関係を築かせたい。

自分と友達との関わりを見つめ直 

し、信頼できる友達をつくりたいと

いう思いをもってほしい。 

① 価値観  

 

 

 

 

 

○困っている友達に優しく声をかけ
ることができる。 

○旭スポーツフェスティバル等の学
校行事では相手を思いやり、協力し
て取り組む様子が見られた。                               

●友達関係が壊れることを恐れ、思っ 

たことを発言せずにいたり、友達に 
合わせたりする傾向がある。 

② 子供観  

 

③ 教材観  

「絵はがきと切手」の教材を使い、料金不足のはがきのことを友達に伝える
べきか否か「自分だったらどうするだろうか。」と問い、思い悩む主人公に共感
し、自分の考えや感じ方をはっきりさせようと考えた。そして、「迷っていたひ
ろこ（主人公）がすっきりできたのはどうしてか。」と伝えることを決心し、す
っきりした理由を話し合う中で主人公の行動が信頼に基づいたものであったこ

とに気づき、信頼という価値と向き合う時間としたいと構想した。 

 

６年生 ■主題名 チームの一員として ■教材名 星野君の二塁打    

    ■内容項目Ｃ（16）よりよい学校生活、集団生活の充実 
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ただ単に、監督の指示に従わなかった星       

野君が良くない、きまりは守るべきだ、と    

いうことに終始せずに、監督が下した判断 

の意味を考えたり、「星野君の行動はチーム 

のためになったのか」について話し合った 

りすることで、きまりを守って自他共に幸 

せになるために、自分の役割を果たすとは 

どういうことなのか、深く思考する姿を目 

指したいと考えた。 

対話から多様な考え方や感じ方に出会い、思考の深まりをねらうため、以下の

ように、一人でじっくりと考え、グループから全体へと対話を広げる授業展開と

した。 

   

（ウ） 【手立て３】に関する実践（令和元年度・令和２年度） 

ａ 子供たちが積み重ねていく振り返り 

毎時間の授業の振り返りを同じ形式（３校共通のワークシート）で積み上げ

ていくことで、戸惑わずに、自分の生活に関わらせながら振り返りをすること

ができるようになってきた。また、自分と

の関わりで振り返ることができるようにな

ると、日々の小さな出来事の中から自分の

よさに目が向くようになった。  

低学年では、振り返りの意味を理解し、   

自分との関わりで考えにくい子供もいるの   

で、話し合いで出たキーワードを黒板に短 

冊などに書いて残し、それを基に振り返りをすることで、思考が途切れずに道 

徳的価値に迫れるように工夫した。 

ｂ 教師が積み重ねていく振り返り 

授業実践後は、参観者が「ＰⅮⅭＡ振り返りミーティング」を行い、客観的

視点から自分自身の授業の成果や課題について振り返ることができるようにし

た。そこで得た助言と自己の振り返り、さらには、子供たちの振り返りから、

一人で 
ワークシート中にハートメーターを示し、自分の気持ちがどの

当たりにあるのかを「見える化」し、自分の考えをもちやすいよ
うにした。 

グループで 

ホワイトボードにネームプレートで自分の立場を示した後、理
由を書き込みながら話し合った。根拠をもって考えを交流し合う
ことで対話の活性化につながった。 

全体で 

根拠を観点別に板書したり、ネームプレートを用いたりするこ
とで、同じ判断の中でも根拠に違いがあることに気づいた。自分
とは違う考え方・感じ方に出合い、認めることができた。 

根拠を基に考えを伝える 
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ＰⅮⅭＡサイクルシートの「Ｃ：成果と課題」「Ｄ:振り返りを生かした今後の

展望」を授業者が記入し、次の授業改善につなげるようにした。 

完成したＰⅮⅭＡサイクルシートは全教員で共有し、個人の実践で得られた

成果と課題が学校全体の積み重ねとなるようにした。 

 

オ 成果と課題 

  研究の成果と課題は以下のとおりであった。 

 （ア） 子供アンケートの結果から（６年生の集計結果を一部抜粋）  

ａ 将来の夢や希望をもっている。Ａ：当てはまる Ｂ：どちらかと言えば当てはまる 

学年 5年時（Ｒ元年９月） 6年時（Ｒ２年６月） 6年時（Ｒ２年１月） Ａ＋Ｂ 

回答結果 Ａ７３％ Ｂ７％ Ａ６６％ Ｂ２５％ Ａ６６％ Ｂ３３％  

ｂ 自分を大切にしている。                        

学年 5年時（Ｒ元年９月） 6年時（Ｒ２年６月） 6年時（Ｒ２年１月） Ａ＋Ｂ 

回答結果 Ａ５３％ Ｂ４２％ Ａ５９％ Ｂ２９％ Ａ５９％ Ｂ３７％  

ｃ 人が困っているときは、進んで助けている。               

学年 5年時（Ｒ元年９月） 6年時（Ｒ２年６月） 6年時（Ｒ２年１月） Ａ＋Ｂ 

回答結果 Ａ６１％ Ｂ３０％ Ａ４５％ Ｂ５５％ Ａ２９％ Ｂ６６％  

ｄ 自分の考えを積極的に表現している。                  

学年 5年時（Ｒ元年９月） 6年時（Ｒ２年６月） 6年時（Ｒ２年１月） Ａ＋Ｂ 

回答結果 Ａ１７％ Ｂ５８％ Ａ２５％ Ｂ４８％ Ａ２９％ Ｂ６２％  

   ［考察］ 一定の心の成長が見られたことから、多くの子供が思考を働かせる楽
しさを味わえたと推察できる。しかし、「他者に対する思いやり」につい
ては、自分と周囲との関わりにも注視し、今後も研究を進めていきたい。 

 （イ） 学校評価、校内授業事後研修会、振り返りミーティングから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の世界的な流行もあり、先行き不透明で将来への不安が

募る状況となっているが、だからこそ道徳教育が果たす役割は大きいと感じている。 

本校で種をまき、大切に育てた芽が、やがて門野中学校で実を結び、人生をよりよ

く生きるための基盤となることを願い、今後も研究を推進していきたい。 

成  果 課  題 

○自分の考えや生活経験を根拠に考え、発言

できるようになってきた。 

〇板書は有効な思考ツールであり、板書の構

造化は学びの深まりに寄与する。 

○授業改善が進むに連れ、子供と教師の信頼

関係が築けるようになった。 

○教師が３観（価値観・子供観・教材観）を

明確にした上で、中心発問を考えるように

なったことで、授業の質が高まってきた。 

●コロナ禍で、十分な実践を積み重ねるこ

とができなかった。 

●子供たちの意識がワークシートにばかり

いってしまうと、対話ではなく、読むだ

けの形式的な話し合いになってしまう。 

●教師の道徳的価値に関わる子供の実態の

見取りの甘さから、どの子にも思考の楽

しさを十分実感させるまでには至ってい

ない。 
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（３）伊東市立門野中学校 
 

 

 

 

ア 研究テーマの設定について 

   本校の学校教育目標「未来を拓く生徒」とは、様々な困難に負けず、夢や理想 

の実現に向けたくましく生きる力をもった生徒である。多様な価値観が混在する

であろう未来でも、限られた価値観の中で独善的にならず、他者との交流の中で

多様な考えの中から自分にとっての最適解を求め、力強く自己実現を図るための

素地を養うことが、校区共通の目指す子供像の具現化につながると考え、上記研

究テーマを設定した。 

イ 研究の概要 

  （ア） 研究仮説 

（イ） 研究構想図 

 

学校行事や地域との連携を意識し、生徒が自分の経験や考えを振り返りながら

主体的に授業に取り組む工夫を行うことによって、他者と関わり合いながら、

ものごとを多面的・多角的に考え、他者の良さや自身の成長を実感しながら、

より良く生きようとする生徒が育つだろう。  

研究テーマ   夢をはぐくみ 夢に向かって力をつける子の育成 

～多面的・多角的に考え、友達と共に未来を見つめる～ 
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ウ 研究実践 

（ア）研究組織 

   校区の研究組織と校内の分掌を連携させ、以下のような組織を構成した。 

研究部 主な研究内容 

豊かな感性 

（教科等研究部） 

・重点内容項目との関連を重視した教育課程の研究 

・連携カリキュラムの実践に関する研究 

確かな学力 

（授業研究部） 

・「考え議論する道徳」への授業改善 

・認め励まし良さを実感する評価に関する研究 

逞しい活力 

（連携研究部） 

・道徳的実践の場としての特別活動の実践 

・校区小学校や地域との連携の研究 

  

  （イ）研究の内容 

 

ａ 豊かな感性（教科等研究部） 重点内容項目の設定とステージ制の活用 

 

（ａ）独自の重点内容項目の追加 

生徒が自らの夢を実現するために、中学校卒業後の進路決定は大きな意

味を持つ。学年が上がるにつれ、失敗を恐れ、挑戦できないという実態を

受け、中学校卒業までに、自分の夢や目標をもち、失敗を恐れず挑戦する

気持ちを育むことが重要であると考え、「向上心、個性の伸長」を学校独

自の重点内容項目として追加した。 

 

（ｂ）ステージ制を有効に活用する指導計画の作成 

教育活動全体を通して目指す生徒像の具現化が図れるよう、従来のステ

ージ制の見直しを行った。ステージ目標や核となる教育活動と、重点内容

項目との関連を明らかにし、各教科の指導計画の見直しを行った。 

 
ステージ制を活用した別葉（例：門野中１年生） 

独自の重点内容項目の追加 

学年順に比重が高くなるように設定 

目標を重点内容項目と関連づけ 

ステージ目標の見直し、年間で全ての重点内容項目を網羅 

 

ステージを位置づけ 



29 

 

ｂ 確かな学力（授業研究部） 考え議論する道徳に向けての授業 

 

教科書を読み、教材の内容の理解を促しながら教員が一方的に進める授 

     業から、「考え、議論する道徳」への授業改善を目指した。 

 

（ａ）観点を明確にし、３つの発問を柱とした授業づくり 

      授業において生徒の多様な考えを引き出し、議論を通して道徳的価値へ 

     の理解を深めたり、道徳的実践意欲を高めたりするためには教材研究が不

可欠である。確かな指導観を持って授業に臨むために、校区の研究の手立

てをもとに教材研究の観点として以下の３点を設定した。教材研究の視点

を明確にし、指導案上にも位置づけたことで、授業構想や発問に関する検

討の充実が図られた。 

観 点 授業研究のポイント 

価値観 学習指導要領に定められている、授業で扱う道徳的価値を確認する 

生徒観 扱う道徳的価値に関する生徒の実態を基に、予想される表れを予測する 

教材観 授業のねらい、生徒の実態に合った教材の価値や活用の仕方を検討する 

 

また生徒が自分ごととして、多面的・多角的に 

     考える授業を行うために、発問を重視した。発問 

を以下の３つに分類し、吟味を重ねた。 

基 本 発 問 授業で初めて道徳的価値に触れる発問 

中 心 発 問 多様な考えに触れ、道徳的価値に迫る発問 

振り返り発問 
終末部に、道徳的価値を自分事として再度

考えるための発問 

                              

（ｂ）生徒の思考を促す手立ての工夫 

生徒が自分の考えを明確にしたり、自分とは異なる他者の考えに触れな 

がら考えを深めたりするために、授業に合った思考ツールについて研究を

重ねた。思考ツールの使用が目的化しないように気をつけ、思考ツールを

活用することで自分の考えが明確になったり、言語化が難しい感情を表現

できたりするようにした。意見を交流する形態についても、意見を順番に

話して終わったり、一部の生徒の発言に終始したりすることがないよう、

学級全体・小集団・ペアなど、目的に合った形態となるよう吟味した。論

点を明確にし、互いの相違などが確認できるようなツールを活用すること

で、生徒の議論が活発になり、思考の広がりや深まりが見られた。 

 

また生徒が授業の終末部  

     で１時間の授業を振り返る際 

の重要な思考ツールとして、 

板書を重視した。生徒の思考 

が視覚化される板書を目指し、 

授業実践後に検討を重ねた。 
授業の振り返りができる板書を目指して  

学年研修の日常化 
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【門野中学校で主に活用した思考ツールの一例】 

思考ツール 方 法 と 効 果 

ホワイトボードの活用 

 ただ意見をまとめるために使うのではなく、それぞれの

意見を整理したり、様々な立場の意見を明確にしたりする

ために用いる。授業では、最後の意見発表に用いるのでは

なく、ホワイトボードをきっかけに再度思考を働かせるこ

とをねらい、中心発問で活用することが効果的であった。 

  心情メーターの活用 

 ネームプレートと共に活用し、生徒一人一人が自分の意

見を明確にするために用いる。生徒の意見を分類しながら

個々の考えを確認し、同じ立場でも考え方が違うことを視

覚化することで、生徒は多面的・多角的に考えることがで

きた。登場人物の言動を自分に置きかえたり、考えの変化

を表現したりする手段として効果的であった。 

マインドマッピングの活用 

 生徒の意見を分類したり、つながりを確認したりしなが

ら板書することにより、生徒自身が多様な考え方を視野に

入れながら自分の意見を整理することができる。登場人物

の心情を多様な観点から整理したりすることができるた

め、基本発問や補助発問で用いることが効果的であった。 

 

（ｃ）校内研修の充実 

       学校全体の授業力の向上につなげるために、板書の記録や授業の相互 

     観察を行った。特に相互観察では、学年部ごとに授業を練り合う時間を 

設け、「こういう発問に変えたらどうか。」「この思考ツールの方が生徒の 

考えが整理しやすいのではないか。」と日常的に授業改善が図られた。 

 

【相互観察・学年団の授業研修 ①】リレー式授業研究 

 同じ教材を用いた授業を相互参観し、学年部内で改善を図りな

がら、順次実施する。 

○ 
・生徒の反応を見ながら授業展開の改善を図りやすい。 

・参観・実践をくり返し、教員の指導技術の向上につながる。 

▲ 
・学級により生徒の実態が異なるため、実際に改善を図って授業

を行ってもうまくマッチしないことが見られる。 

【相互観察・学年団の授業研修 ②】エキスパート式授業研究 

 各教員が担当する教材を決め、担任学級以外でも授業を行う。 

○ 

・教師個々の個性や経験にあった教材を担当することにより、授

業の質の向上が図られる。また学年団の生徒理解が深まる。 

・学年内でエキスパート方式を分担することにより、授業準備等

の業務が軽減される。 

▲ 
・担任ではない教員が授業を行うため、生徒の表れの予測が難し

く、生徒も本音が言いにくい状況が生じやすい。 
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ステージ目標に合わせた掲示 

 

ペップの木  

Ｃ たくましい活力（連携研究部）道徳的実践の場 自他の良さを実感する場 

   

道徳の授業で養った道徳性の実践の場として、また自分や学級の成長を実感 

   する場として、特別活動及び地域・家庭との連携の充実に取り組んだ。 

 

（ａ）自治的な活動を重視した学校行事と振り返りの充実 

コロナ禍の中でも思い出に残る行事を創りたいという想いの実現のために、 

これまでの活動に工夫を加えて実施した。また、実施後の振り返りカードを重 

点内容項目に合わせて作成し、自他の成長を振り返る機会を確保した。 

 

   

 

 

 

  
感染症対策を実施した体育の部   かどの球場での文化の部    行事の振り返りカード 

 

（ｂ）校内掲示や学校ホームページの充実 

自他の成長や集団の向上を日常的に振り返り、良さを認め合う機会を増やす 

ために、校内掲示の充実に取り組んだ。また、重点内容項目を意識した活動を

掲示物にまとめ、全校生徒が集団の成長を実感できる環境を創るとともに、重

点内容項目に関する道徳科の授業の内容を道徳コーナーに掲示した。 

令和元年度に実施した親子講演会を契機に、学年委員会による温かい言葉が

けに関する掲示の充実を図るとともに、活動の様子や生徒の声を学校だよりや

学校ホームページに掲載し、地域や保護者にも生徒の良さを積極的に広報した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度に実施した

親子講演会「ペップトー

ク 仲間を励ます言葉

がけ」をきっかけに、友

達の良さを見つけ、掲示

する活動を行った。 

各学年の道徳コーナー 

 

行事ごとに「自分の成長」「仲間

の良さ・頑張り」を振り返る。 

日常的に道徳科の授業

で学習したことを振り

返ることができるよう

に、重点内容項目を中心

に、授業で活用した資

料、板書の写真、生徒の

意見や感想などをまと

め、各学年フロアに掲示

した。 
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エ 成果と課題 

以下は、令和元年と令和２年の１２月にそれぞれ実施した生徒アンケートの結

果、回答をＡ・Ｂとした生徒の割合を示したものである。 

（Ａ とてもあてはまる Ｂ あてはまる Ｃ ややあてはまる Ｄ あてはまらない  単位は％） 

研究を推進したことにより、自己肯定感の向上が見られた。更に、目標に向け

て努力していることを実感している生徒の増加は、研究テーマに掲げた「未来を

見つめる生徒」の育成が、実を結びつつある。 

   「考え、議論する道徳授業」の実践研究を通し、生徒の姿に明らかな変容が見

られたことを実感する。一方的に自分の意見を述べ、意見を交換するだけにとど

まっていた授業が多かったが、他者の意見を取り入れたり、自分の考えを再構築

したりする姿が多く見られるようになった。「相手の意見をしっかり聴く」ことが

定着し、学びの深まりを実感している生徒が増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

   相手の意見を聴くことが当たり前になった生徒は、多様な意見に触れ、自ずと

多面的・多角的に物事を捉えられるようになった。それは道徳科の授業に限らず、

他教科でも同じような様子が見られようになったと実感している教員も多い。 

   しかしながら、自分の良さを見出せず、思いを積極的に表現することに抵抗を

感じる生徒も未だ少なくない。来年度から全面実施される新学習指導要領の下で

の授業においても、道徳教育で培った成果を生かし、生徒一人一人が自分の良さ

を実感し、夢に向かって挑戦することを楽しむたくましさを身に付けることがで

きるよう、研究の充実を図っていきたい。 

（道徳の授業に関する生徒の振り返りより） 

・班の人と意見交換をして、「そういう考えもあるのか！」

と驚くことがある。 

・教材を自分の日常に置き換えて考える授業が楽しい。 

・自分を見つめ直し、日常生活に生かせることが多い。 
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５ 終わりに    

（１）成果 

  令和元年度末からの新型コロナウイルス感染症拡大により、大幅な変更を余儀なくされ

た研究であったが、研究初年度に確認した「校区小中学校・地域が連携して育てる門野の

子」の具現化を目指し、３校の連携を図りながら、各校で工夫を重ねた実践を行い、以下

のような成果が見られた 

 

  ア 生命の尊さを理解し、かけがえのない生命を尊重する子 

   「自己肯定感の高さに学年学年間の差がある」ことを共通の課題として研究に取り組

んだ結果、門野中学校でのアンケートの結果に以下のような向上が見られた。 

 

   【自分には良いところがある】 

 Ａ とてもあてはまる Ｂ あてはまる Ｃ あまりあてはまらない Ｄ あてはまらない 

 Ａ Ｂ Ａ+Ｂ 

令和元年度 全 校 ２４％ ３７％ ６１％ 

令和２年度 全 校 ３７％ ４１％ ７８％ 

変   容 １３％増 ４％増 １７％増 

 

 Ａ Ｂ Ａ+Ｂ 

令和元年度 １年生 ２６％ ４７％ ７３％ 

令和２年度 １年生 ４１％ ３３％ ７４％ 

変   容 １５％増 １４％減 １％増 

 

    思春期を迎える中学生は、他者との比較を通して自信を無くしたり、よさを見出せ

なかったりすることが多いが、自分に対して肯定的な見方をする子供が大幅に増加し

た。また小中接続期である中学１年生の結果は、Ａ・Ｂの合計に見られる自分に対す

る肯定的な見方をする子供の割合はほぼ変化が見られなかったが、「Ａ とてもあて

はまる」と回答した子供の割合が大幅に増加した。新型コロナウイルス感染症の拡大

により、入学後の２か月が臨時休業となり、大きな不安を抱えての中学校生活の始ま

りであったことが予測されるが、小学校において「夢をはぐくむとはどういうことか」

「夢に向かって力をつけるとはどういうことか」を明確にし、全ての教育活動を通し

て子供が自分のよさを実感できる機会を大切にし、振り返りや教師の価値づけを丁寧

に行いながら、子供たちの自尊感情を育ててきたことの成果が表れてきていると考え

られる。 

    また、新型コロナウイルス感染症の拡大により、 

様々な制約を設けての学校生活を強いられた１年間 

であったが、各校とも感染予防を徹底し、工夫しな 

がら前向きに毎日を過ごす様子が見られた。「新し 

い生活様式」の中、かけがえのない生命を大切にし 

合いながら、自分の良さを実感するような教育活動 

を工夫して実践していくことが求められている。  
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  イ 関わり合いの中で認め合い、互いに高め合うとともに積極的に活動する子 

    「多面的・多角的に考え、友達と共に未来を見つめる」を研究のサブテーマに設定

し、友達との関わり合いを重視した教育活動を推進した結果、各校の研究の成果が見

られた。 

学校名 子どもの変容 

大池小学校 ・道徳科の授業で考えを深め、話し合うことができている。 

・総合的な学習の時間での主体的な学びが充実してきた。 

旭小学校 ・自分の考えを積極的に表現している子供が増えた。 

・自分の考えや生活経験を根拠に発言できるようになってきた。 

門野中学校 ・ほぼ１００％の子供が友達の意見をしっかり聴いている。 

・課題に対し、多様に考えていることを実感する子供が増えた。 

 

    子供たちが主体的に話し合うためには、切実な課 

題と何でも安心して語り合える人間関係が不可欠で 

ある。道徳の授業研究の視点として「価値観」、 

「子供観」、「教材観」の『３つの観』を設定した 

が、確かな子ども理解に基づく授業構想力の向上の 

手立てとして、道徳科以外の教育活動や授業の改善 

にも成果が上がっていることがうかがえる。 

  

                  また、子供たちが、一つの物事にもいろいろな考え

方や感じ方があることを実感する道徳科の授業づくり

の研究を継続したことで、友達の意見の細かい部分ま

でしっかり聴こうとする意識及び聴き取る能力、また、

自分の考えをよりわかりやすく表現しようとする意識

と能力に向上の兆しが見られている。 

     

    子供たちが互いに協力し合ったり、高め合ったりすることの良さを実感するため

に、学校や地域での行事の重要性は言うまでもない。新型コロナウイルス感染症拡大

により様々な制約の下で大きな変容を余儀なくされたが、各校の道徳教育全体計画を

見直しながら、新しい生活様式に対応した学校行事などが実践された。緊急事態の中

でも互いに声を掛け合いながらたくましく活動し、充実感を得た子供が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   各校の学校行事のようす（左から リレー大会（大池小）・修学旅行（旭小）・体育祭（門野中）） 
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  ウ 夢や目標をもち、困難や失敗を乗り越えるたくましさをもった子 

 

    校区の子供の実態をもとに、「希望と勇気」「努力と強い意志（小）」「克己と強

い意志（中）」を根幹となる重点内容項目に設定し、教育活動を推進してきた。「夢」

という抽象的な言葉に、３校の子供への願いを込めた研究であったが、各校の研究に

おいて以下のような成果が見られた。 

 

   （大池小学校）令和２年度児童アンケート（５年生・４年生・３年生） 

「物事を最後までやり遂げてうれしかったことがある。」 

対 象 ５年生 ４年生 ３年生 

結 果 ９５．５％ 

（前年度比＋４．６％） 

９４．１％ 

（前年度比＋１２．４％） 

９７．０％ 

（前年度比＋５．６％） 

変 容 ３学年で物事をやり遂げた実感をもつ子供が増加 

 

   （旭小学校） 令和２年度６年生児童アンケート「将来の夢や希望をもっている」 

時 期 ５年生９月 ６年生 ６月 ６年生 １月 

結 果 Ａ７３％ Ｂ７％ Ａ６６％ Ｂ２５％ Ａ６６％ Ｂ３３％ 

変 容 将来の夢や希望をもっていると回答した子供が９９％（１９％増） 

   

   （門野中学校） 令和２年度全校生徒アンケート「目標に向けて努力している」 

時 期 令和元年度１２月 令和２年度１２月 

結 果 Ａ３０％ Ｂ５７％ Ａ４３％ ４７％ 

変 容 目標に向けて努力していると回答した子供が１３％増 

 

    新型コロナウイルス感染症の拡大により、学校間の交流や研究実践も十分にできな

い状況の中での研究となったが、３校連携カリキュラムの趣旨を生かした教育活動を

推進することができた。今後も「校区の子どもを９年間かけて育てる」という理念の

下、願う子供の姿を共有し、学校間及び地域との連携を図りながら境域活動の充実を

推進していくことが重要である。 

 

（２）課題 

ア「特別の教科 道徳」の授業研究を継続してきたが、教師の道徳的価値に関する子 

供の実態の理解が十分でなく、どの子供も思考の楽しさを十分に実感できる授業に

は至っていない。今後も「価値観」「子供観」「教材観」の３つの観点から教材研

究を深め、授業の質の向上を図る必要がある。 

イ コロナ禍の中、作成した連携カリキュラムを確実に実践・検証することができて

いない。新型コロナの収束状況や子どもの実態を見ながら、新しい生活様式に見合

う実施方法を検討しながら、研究を継続する必要がある。 

ウ 校区３校の連携により子供たちの自己肯定感の向上が見られているが、不登校の 

発生率は依然として高い。今後も子供たち一人一人に関する理解を深め、どの子供

も安心して充実した学校生活を送れるよう、連携を深めながら各校の教育活動の充

実を図る必要がある。 
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